
1994年　平成6 年
1/25あだち広報
第1035 号

● 発 行/ 足 立 区　〒120 足 立 区 千 住1 ・4 ・18 　03( 3882) 1111 ㈹　 編 集/ 企 画 部 広 報 課　FAX3881- 6910

3 月25 日
( 一般の方は26日から

ご利用いただけます)

い
よい

よ

オ
ー
プ
ン

足
立
区
こ
ど
も
科
学
館

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
科
学
館

宇宙への発進基地、〝ギャラクシテ ィ私

学館〟が、今年3 月25日にオープ ン・、予定I・
します。キャフタシテ ィ科学館は、子供た

ちが実体験や遊びを通じて、科学につい
て学ぶ、楽しい施設です。オープンの前に
ひと足早く、ギ ャラクシテ ィ科学館の見
どころを皆さんに紹介します。

5
つ
の
ゾ
ー
ン

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
科
学
館
の
展
示
は

幸
宙
旅
行
ヒ
。地
球
発
見
」「
科
学
の

広
場
一
「
い
の
ち
の
世
惣

尽

境
の
調

和
一
と
い
う
5
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
科
学
館
の
ゲ
ー
ト

を
く
ぐ
る
と
、
目
の
前
に
宇
宙
船
が
現

わ
れ
ま
す
。

こ
の
宇
宙
船
で
、
銀
河
旅
行
の
擬
以

体
験
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ツ
ア
よ

か
で

き
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

ツ
ア
ー
と
は
?

マ
ザ
ー
シ
ッ
ブ
(
宇
宙
■胎
)
に
乗
っ
て

私
た
ち
の
銀
河
系
の
外
に
飛
び
出
し

、

銀
河
系
の
美
し
い
姿
を
ま
ず
鑑
賞
、
再

び
銀
河
の
巾
に
戻
り
、
木
星
か
ら
火
星

に
向
か
い
ま
す
。

穴
星
で
は
、
大
映
谷
を
遊
覧
飛
行
し

た
り
す
る
(
ラ
(
ラ
ド
キ
ド
キ
の
小
旅

行
を
体
験
で
き
ま
す
。

調
べ
て
み
よ
う

太
陽
系
の
歴
史

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ツ
ア
1

の
次
は

、
地

卜
2

階
の
「
宇
宙
」の
ゾ
ー
ン
で
す

。
こ

こ
で
は
、
私
た
ち
の
地
球
の
母
で
あ
る

太
陽
や
、
地
球
の
兄
弟
の
惑
星
に
つ
い

て

、
模
型
や
映
喩
で
く
わ
し
く
学
べ
ま

痢

な
ぜ

、地
球
だ
け
に
生
命
が
存
在
す

る
の
か

、
そ
の
理
由
も
き
っ
と
分
か
り

ま
す

。
そ
の
他
に
も
自
分
の
操
縦
で
澀

難
し
た
ラ
ム
ジ
ェ
ッ
ト
(
貨
物
ロ
ケ
ッ

ト
)
を
救
出
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

、大

い
に
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
ま
す

。

「
地
球
お
じ
さ
ん
」

の

お

話

宇
宙
旅
行
の
ゾ
ー
ン
の
次
は
、「
地
球

発
見
」
の
ゾ
ー
ン
へ
…
。

「
地
球
お
じ
さ
ん
」は
、
宇
宙
の
始
ま

り
か
ら
私
た
ち
の
太
陽
系
の
始
ま
り
、

そ
し
て
地
球
の
誕
生
に
つ
い
て
く
わ
し

く
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。
誕
生
し
た
ば

か
り
の
地
球
の
様
子
や
、
海
や
陸
地
が

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
、
地
球

の
現
在
の
姿
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を
自

分
の
顔
の
表
情
を
変
え
な
が
ら
、
分
か

り
や
す
く
話
を
し
て
く
れ
ま
す
。

科
学
と
遊
ぼ
う

第
3
の
ゾ
ー
ン
は
、「
科
学
の
広
場
」

で
す
。
実
験
ラ
イ
ブ
で
は
「
原
土
」
が

色
々
な
実
験
を
通
し
て
科
学
の
基
礎
を

教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
科
学
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
本
が
た
く
さ
ん
あ
る
コ
ー
ナ
ー
。

大
き
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
に
座
っ

て
、遠
く
の
小
さ
な
音
源
を
探
る
も
の
。

鏡
や
プ
リ
ズ
ム
を
動
か
し
て
、
光
の
方

向
を
変
え
な
が
ら
迷
路
を
脱
出
す
る
も

の
。
言
葉
で
は
む
ず
か
し
い

。歳
差
運

勣
を
ジ
ャ
イ
ロ
自
転
車
で
体
験
で
き
る

も
の
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
装
置
が
、

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
歳
差
運
動
　
順
い
て
い
る
コ
マ
の

心
棒
に
兒
ら
れ
る
す
り
こ
ぎ
の
よ
う

な
円
す
い
屈
匐

人
間
っ
て
ど
ん
な

生

き

物
?

第
4
の
ゾ
ー
ン
は
、「
い
の
ち
の
世

界
一
で
す
。
こ
こ
で
は
、
地
球
上
の
生

物
の
あ
り
様
や
さ
ま
ざ
袤
な
持
徴
の
あ

る
生
き
物
の
紹
介
、
絶
滅
の
危
機
に
あ

る
生
き
物
の
紹
介
を
通
し
て
い
の
ち
の

大
切
さ
を
考
え
ま
す
。
ま
た
、
烏
の
目

や
魚
の
目
、
昆
虫
の
目
を
通
し
て
鍵
色

を
見
る
装
置
も
あ
り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に

何
が
で
き
る
か
?

最
後
の
ゾ
ー
ン
は
「
環
境
の
調
和
」で

す
。
現
在
の
地
球
の
環
境
に
つ
い
て
、

今
も
な
お
美
し
い
地
球
と
汚
れ
つ
つ
あ

る
地
球
の
現
実
を
知
る
こ
と
で
、
私
た

ち
に
何
か
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

と
全
天
周
映
画

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
科
学
館
で
は
、
最

新
の
磯
種
を
導
入
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
や
、
直
径
2
3
″
の
ド
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
映
し
出
さ
れ
る
迫
力
満
点
の
全
天
周

映
画
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

映
画
の
内
容
は
ま
だ
禾
定
で
す
が
、

決
定
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ツ
ア
ー
の
設
備

「
1
0
0々の
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
映
さ
れ

る
大
型
映
像
と
迫
力
の
あ
る
音
響
・
動

く
座
席
」ど

の
映
像
と
音
と
動
き
の
3

大
要
素
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
で
連
動

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
宇
宙
船

に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
体
験
が
で
き
る

装
置

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
文
化
施
設
建
設

室

　
(
3
8
8
2

了
I
I

㈹
(
1

月
3
1
日
ま
で
)

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内

・
文
化
施
設
建
設
室
(
2
月
1

日
か
ら
)

　
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

ギャラクシテ ィ
と直径23m の巨大
ドーム

ギャ ラ クシーツアーのハラ ハラドキ ドキ
宇宙旅行が皆さんを待っています

こども科学館入揚料

※ 学 齢 に 達 し て い な い 幼 児 は 無 料 で す が 、 プ ラ ネ タ リ ウ

ム ・ 全 天 周 映 画 の 座 席 を 使 用 す る 場 合 は 小 ・ 中 学 生 の

料 金 に な り ま す 。

※ 団 体 は20 人 以 上 と し ま す 。

葦
立
ち

新
年
に
な
っ
て
早
や
一
力
气

年
の
始
め
は
、
い
ろ
い
ろ
物
事
を

見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
で
す
。

〝効
率
よ
く
〟
と
い
う
考
え
も
、

む
ず
か
し
い
課
題
で
す
。
区
政
運

営
に
あ
た
っ
て
、
私
は
常
々
、
区

職
貝
に
納
税
者
の
立
場
に
た
っ
て

賢
用
対
効
果
を
考
え
て
仕
事
を
す

る
よ
う
話
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
今
は
目
先
の
費
用

対
効
果
で
は
か
れ
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。リ
サ
イ
ク
ル
も
そ

の
ひ
と
つ
。
例
え
ば
、
紙
は
再
生

紙
の
方
が
渣
段
が
高
く
、
品
質
が

劣
る
暘
合
が
あ
り
ま
す
、
し
か
し

ゴ
ミ
と
し
て
出
し
た
場
合
の
処
分

貲
、
原
料
の
バ
ル
ブ
用
木
吋
刀
消

失
等
を
考
え
る
と
。
再
生
紙
の
方

が
む
し
ろ
安
く
つ
く
こ
と
に
な
る

の
で
す
。「
食
卓
か
ら
世
界
が
見
え

る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
現
在
の

私
た
ち
の
生
活
は
、
世
界
中
の
土

地
や
人
々
と
の
関
係
な
し
に
生
き

ら
れ
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

費
用
対
効
果
も
よ
り
大
き
な
視
野

の
中
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
す
。

こ
の
た
び
区
が
指
宅
し
た
「R

の
お
店
」も
、大
き
な
視
野
で
弯
て

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
販
売
、
包
装
の

簡
易
化
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の

協
力
店
で
す
。
多
少
の
不
便
や
不

都
合
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、リ
サ
イ
ク
ル
の
シ
ス
テ
ム
は
、

消
費
者
で
あ
る
区
民
の
皆
様
の
利

用
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
呎
り
立
つ

も
の
。
ご
協
力
を
ぜ
ひ
お
頤
い
い

た
し
ま
す
。区

長
　古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発 行
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所得税 ・住民税の 申 告は
正しくお早めに2 月16 日～3 月15 日

3
月
に
入
り
ま
す
と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
申
告
書
の
提
出
や
ご
相
談
は
お
早
め
に

所
得
税

所
得
税
の
確
定

申
告
が
必
要
な
人

J
平
成
5

年
中
の
事
業
所
得
や
不
動

産

所
寿
な
ど
各
種
所
得
金
額
の
台
計
額

が

、
基
礎
控
除
や

扶
養
控
除
な
ど
各

種
所
碍
控
除
の
合
計
額
よ
り
多
い
人

②
給
与
所
樽
か
あ

句
入
で
次
の
要
倖
に

該
当

す
る

入

▽
平
成
5

年
中
の

給

与
収
入
が

、1
千

沺
万
円
を
超
え
る

入

▽
給
与
以
外
に
2
0
万
円
を
超
え

る
所

得
が
あ
る
入

▽
給
与
を
I
カ

所
以
上
か
ら
受
け
て
い
る
人

▽
同

族
会
社
の
役
貝
や
そ
の

観
族
な
ど

で

、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
以
外
に
不

励
産
の
便
用
料
な
ど
の
支
払
い
夲
戞

け

た
人

③
大
工
・
左
官
・
と

び
戰
な
ど
で

、
仕

事
先
が
一
定
し
て
い
な
い
人
や
所
辱

税
奎
楓
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
人

④
土
地
や
建
物
等
を
譲
渡
し
た
人

※

交
換
・
買
い
換
え
の
特
例

、
居
住
用

賢
産
を
m

し
た
場
合
の
特
別

控
除

の

特
例
な
ど
を
受
け

、
税
金
が
か
か

ら
な
い
場
合
で

も
申
告
が
必
要
で
す

⑤
ゴ
ル
フ
会
員
槽

、
哭
術
品
や
宝
石
な

ど
の
励
産
頬

、
借
家
檜
等
を
誤

渡
し

た

人

⑥
株
式
・
出
賢
な
ど
の
有
価
証
券
を
譲

渡
し
た
人

※
上
場
株
等
を
証
雰
会

扛
な
ど
で
売
委
託
し
た
婦
合
で

、
原

泉
分
曜
課
税
の
選

択
申
告
書
を
提
出

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
申
告
の
必
要

は

あ
り
ま
せ
ん

確
定
申
告
書

の
提
出
場
所

所

轄
の
税
務
曾
で
受
け
付
け
ま

す
。

▽
足

立
税
秘
署

▽
西
新
井
税
秘
署

※
申
告
書
は
郵
送
で

も
受
け

付
け
ま

す

。
控
え
が
必
要
な
方
は

、
必
ず
返
信

用
の
封
筒
を
ご
用

意
く
だ
さ
い

。

住
民
税

住
民
税
の
申
告

が
必
要
な
人

①
平
成
5

年
中
に
所
得
が
あ
り
、
平
成
6

年
1
月
I
[
口
現
在

、
足
立
区
内
に

住
ん
で
い
る
人

②
足
立
区
外
に
庄
ん
で
い
て

も
、
区
内

に
事
務
所
や
事
業
所

、
家
塵
敷
が
あ

る
人住

民
税
の
申
告

が
必
要
な
い
人

①
税
務
署
に
礎
定

申
告
を
す
る
人

②
平

成
5

年
中
の
所

得
か

給
与
だ
け

で

、
給
料
か
ら
庄
民
税
を
差
し
引
か

れ
て
い
る

人

③
平
成
5

年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

④
平
成
6

年
1
月
1
日
現
在

、
生
活

扶

助
を
受
け
て
い
た
人

⑤
平
成
5

年
中
9

罸

所
得
か
(

控
除

対
象
配
偶
者
十
扶
養
観
族
+
1
)

×

詞
万
円
+
1
3
万
円
以
下
の
入

非
課
税
の
方
も

申
告
に
ご
協
力
を

申
告
の

必
要
か
な
い

③
～
⑤
に
該
当

す
る
人
で

も
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行

や
国
民
年
金
・
国
民
健
康
保
険
の
基
礎

資
料
に
な
り
ま
す
の
で

、
申
告
書
の
提

出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

住
民
税
申
告
書

の
提
出
場
所

区
役
所
中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課
に

畏
出
し
て

く
だ
さ
い

。
郵
送
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す

。
な
お

、
各
区
民
事
務

所
に
・課
税
脾
臓
貝
が
2
日
間
出
張
し
て

受
け
付
け
ま
す

。
日
程
は

「
あ
だ
ち

広

報

」2
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す

。

所
得
控
除
欄
の
記
入
も
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

□
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

前
年
中
の
所
得
金

額
が
3
5
万
円
以
下

の

、
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
ま
た
は

扶
養
親
族
を
有
し
て
い
る
場
合
に
は

、

そ
の
状
況
に
に
じ
て

次
の
よ
う
な
控
除

が
あ
り
ま
す

。

▽
配
偶

者
控
除

∇
一
般
の
扶
養
控
除

▽
老
人

扶
養
控
除
(

大
正
1
3
年
1

月
1
　

日
以
肋
に
生
ま
れ
た
入
)

▽
特
定
扶
養
親
族
の

扶
養
控
除
(

昭
和

祁
年
1
月
2

日
か
ら
5
3年
1

月
1
日

ま
で

に
生
ま
れ
た
人
)

※
い
ず
れ
も

、
事
業
専
従
者
と
な
っ
て

い
る
人
や

、他
の
親
族
の
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
は

餘
か
れ
ま
す

。

□
配
偶
者
特
別
控
除

申
告
書
の
合
計
所
得
金
額
か
1
千
万

円
以
下
で

、
配
偶
者
が
次
の
場
合
に
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す

。

▽
平

成
5
年
中
の
所
得
金
額
か
7
0
万
円

禾

満

▽
事
業
専
従
者
や

他
の
観
族
の

扶
養
控

除
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

□
社
会
保
険
料
控
除

平
成
5
年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険

料
・
厚
生
年
金
保
険
料
・
国
民
年
金
保

険
科
な
ど
で
す

。

□
生
命
保
険
料
控
除

申
告
者
や
申
告
者
と
生
計
を
一
に
す

る
配

偶
者

、
そ
の
他
の
観
族
を
受
取
人

と
す
る
も
の
で

、
平
成
5

年
中
に

支
払

っ
た

生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
な
ど

か
該
当
し
ま
す

。
ま
た

、
生
命
保
険

、

生
命
共
済
お
よ
び
郵
便
年
金
契
約
の
う

ち

、
定
め
ら
れ
た
条

件
に
該
当
す
る
個

人
年
金
契
約
に
つ
い
て
も

、
同
像
の
取

り
扱
い
に
な
り
ま
す

。

□
損
害
保
険
料
控
除

申
告
者
や
甲
告
者
と
生
計
を
一
に
す

る
配
偶
者

、
そ
の
他
の
観
族
が
所
有
し

て
い
る
家
屋

。家
財
等

、
ま
た
は
こ
れ

ら
{
y
人
の
身
体
に
傷
害
を
受
け
た
堝
合

に

、
保
険
金
も
し
く
は
共
済
金
が
支
払

わ
れ
る
損
害
保
険
契
約
等
の
保
険
料
か

該
当
し
ま
す

。

□
障
書
者
控
除

身
体
障
害
者
手
帳

、
愛
の
手
帳
を
お

持
ち
哭

、
穫
た
き
り
で

常
に
複
雑
な

介
護
を
必
要
と
し
て
い
戈

が
該
当
し

ま
す

。

□
寡
婦
・
寡
夫
控
除

茆
蔵
以
下
(
昭
和
4

年
1
月
2

日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
)

で

、
次
哭

か
該

当
し
ま
す

。

寡
婦
=

夫
と
死
別

、
離
婚
の
燮
一
で
扶

養
親
族
ま
た
は
合
計
所
得
が
3
5
万
円

以
下
の

子
の
あ
る
人

。
死
別
の
場
合

は
こ
の

被
扶
養
者
か
い

な
く
て
も

、

本
人
の

合
計
所
得
か
咽
万
円
以
下
な

ら
該
当
し
ま
す
、
柬
寡
婦
の
特
別
加

算
―
扶
養
親
族
で
あ
る
子
が
あ
り
、

台
計
所
得
が
涙
万
円
以
下
の
募
婦
の

場
合
は
、
控
除
額
が
加
算
さ
れ
ま
す

寡
夫
=

妻
と
死
別

、
曜
婚
の
場
合
で
扶

養
親
族
ま
た
は
合
計
所
碍
が
3
5万
円

以
下
の
子
が
あ
り

、
本
人
2

罸

所

屏
が
遥
万
円
以
下
の
人

□
老
年
者
控
除

6
5歳
以
下
(

昭
和
4
年
1

月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
)
で

、
合
肘
所
得
が
1

千
万
円
以
F

の
人

。

※
台
計
所
寿
は

、
分
曜
譲
渡
所
寿
が
あ

る
場
合

、
特
別
控
除
前
の
金
額
で
計
算

し
ま
す

。

青

色

申

告

特
別
控
除
に
つ
い
て

事
業
所

得
ま
た
は
不
動
産
所
得
を
生

ず
べ
き
事
笑
を
包
む
青
色
申
告
者
で
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
は

、
最
高
3
5万

円
の
控
除
聚

す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た

。

ま
た

、3
5万

円
の
特
別
控
除
の
適
用

を
受
け
ら
れ
な
い

青
色
申
告
者
は

、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
最
高
詢
万

円
の
搾
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

確
定
申
告
(
還
付
申
告
)

次
の
よ

う
な
場
合
に
は
源
泉
徴
収
さ

れ
て
い
る
所
寿
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
甲
告
し
て
く

だ
さ
い

。

①
中
途
退
廠
し
た
人

②
多
額
の
医
療
賢
を
支
払
っ
た
人
(
平

成
5

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
、

合
計
所
得
金
額
の
5
%

ま
た
は
1
0
万

円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額
を
超
え
る

堋
合
に
は
、
そ
の
超
え
る
邱
分
の
金

額
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
出
産
費
、
高
額
療
養
費

な
ど
健
康
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
は
医
療
費
か
ら
差
し
引
い
て
計

算
し
ま
す
)

J
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し
た
人
(

自

己
の
居
住
用
の
家
屋
を
ロ
ー
ン
で
新

築
・
瞬
入
・
増
改
築
し
た
場
合
、
所

定
の
嬰
件
を
満
た
せ
ぱ
住
宅
取
得
移

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ホ
T

。
た
だ

し
前
僅
居
を
売
却
し
た
巳

て
買
い

換
え
の
特
例
や
譲
渡
所
得
の
課
税
の

特
例
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
申
告

者
本
人
の
所
得
金
額
か
3

千
万
円
を

超
え
る
場
合
に
は
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
)

④
盗
羅
や
災
害
に
あ
っ
た
人

⑤
哽
定
甲
告
を
し
て
還
付
と
な
る
控
除

は
他
に
も
あ
り
ま
す
。
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
条

件
か
あ

り
、
申
告
に
は
添
付
書
類
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
く
は
税
務
菁
へ
お
問
い

会
わ
せ
く
だ
さ
い
。
医
9

費
控
除
の

還
付

申
告
は
、
区
役
所
巾
央
本
町
庁

舎
・
課
税
製
で

も
3
月
1
5口
ま
で
受

け
付
け
て
い
ま

す

個
人
事
業
者
の
方
へ

消
費
税
の
申
告
と

納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

課
税
事
業
者
は
、
平
成
6
年
3

月
3
1

日
ま
で
に
平

成
5
年
分
の
「
消
賢
税
ぼ

定
申
告
書
」
を
作
成
し
て
所
轄
の
税
務

署
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
消
賢

税
額
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

「
消
賢
税
扈
定
申
告
書
」に
は
簡
易
課
税

用
と
一
般
用
の
2

稀
順
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
3

年
中
の
抑
税
売
上
高
が
4

億

円
以
下
の
課
税
事
業
者
で

、
税
務
署

に
「
消
費
税
簡
易
課
税
制
度
選
択
届

出
書
」を
提
出
し
て
い

る
方
は
「
簡
易

課
税
用
」
夲
鳧
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

②
平
成
3

年
中
の
課
税
売
h
高
が
4

億

円
を
超
え
る
課
税
事
業
者
、
簡
易
課

税
制
度
を
選
択
し
な
い
課

税
事
業

者
、
ま
た
は
還
付
を
受
け
よ
う
と
す

る
課
税
事
業
者
の
方
は
、「
一
般
用
」

を
鳧
出
し
て

く
だ
さ
い

※
「
課
税
事
業
者
」
と
は
、
次
の
方
を

い
い
ま
す
。

∇
平
成
3
年
中
(
基
摩
期
間
)
の
黻
税
売

上
高
が
3
千
万
円
を
超
え
る
事
業
者

∇
平
成
3
年
中
の
課
税
売
上
高
が
3
千

万
円
以
下
の
事
業
者
で

辰

賢
税
簡

易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
た

事
業
者

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
1
)

今
日
の
東
京
で
は
、
こ
こ
か
同
和
地

区
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
実
態
を
は
っ

き
り
つ
か
む
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
も
な
お
、
艾
化
的
に
も

経
済
的
に
も
低
い
生
活
環
境
に
置
か
れ

て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。

歴
史
的
に
み
る
と
、
江
戸
時
代
に
は

江
戸
の
一
回
に
弾
左
衛
門
と
い
う
人
が

屋

敷
を
構
え
て
関
東
を
中
心
に

、
当
時

の
士
農
工
商
よ
り
さ
ら
に
低
い
身
分
と

し
て
扱
わ
れ
た
人
た
ち
を
支
配
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
弾
左
衛
門
が
治
め
て
い
た
総
家

数
は
、
寛
成
1
2年
T
8
0
0

年
)
に
、

弾
左
衛
門
が
奉
行
所
に
出
し
た
上
甲
書

に
よ
る
と
、
江
戸
を
含
め
て
7

千
劭
余

軒
。
ま
た
、
大
正
1
0
年
の
内
務
省
の
調

査
に
よ
る
と

、
東
京
郡
内
に
は
、
な
お

韶
の
禾
解
放
部
落
が
存
在
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で

、
大
正
時
代
に
は
あ
っ
た

東
京
の
同
和
地
区
が
、
現
在
明
確
で
な

い
の
は
ど
*
u

て
で
し
ょ
う
か
。

東
京
が
他
の
郡
市
、
他
の
地
域
と
異

な
っ
た
点
は

、
日
本
の
酋
都
で
あ
り
、

巨
大
都
市
で
あ
る
こ
と
に
・起
因
し
て
い

ま
す
。

明
冶
以
降
の

東
京
は
、
震
災
、
戦
災

に
よ
る
2

庭
の
大
き
な
変
化
と
、
戦
峻

の
高
度
経
済
成
長
期
を
頂
点
と
す
る
入

口
、
産
業
の
極
度
の
集
中
に
よ
っ
て

巨

大
化
し
、
旧
来
の
地
域
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
が
急
激
に
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で

す
。そ

こ
で
、い
わ
ゆ
る
未
解
放
部
落
(
同

和
地
区
)

の
地
域
が
明
蓆
で
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
人
口
や
産
業
の

集
中
に
と
も
な
い
、
一
段
と
屁
住
が
進

ん
だ
こ
と
か
ゐ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
合
・
同
和
対
策
担

当
へ
。

税
法
の
改
正
が
あ
り
ま
し
た

所
得
税
は
平
成
5
年
分
、住
民
税
は

平
成
6
年
度
か
ら
の
主
な
改
正
点

所
得
税
に
つ
い
て

□
特

定
の
居

住
用
財
産
の
買
い
換
え
(

交
換
)
の
特
例
の
新
設

居
住
用
財
産
を
買
い
換
え
た
場
合
、

所
有
期
間
お
よ
ぴ
居
庄
用
期
間
が
1
0
年

以
上
で

あ
る
こ
と
、
譲
渡
価
格
が
1
母

円
以
下
で
あ
る
こ
と
、
腆
渡
・
貿
換
h

地
等
適
正
価
格
以
下
の
取
引
で
あ
Q
こ

と
、
そ
の
他
一
定
の
要
件
の
も
と
に
課

税
の

繰
り
延
べ
か
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の

特
例
は
、
嘔
成
5

年
4
月
1
日

か
ら
平
成
7

年
3
月
3
1日
ま
で
の
間
の

譲
渡
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

□
相
続
財
産
に
か
か
る
譲
渡
所
得
の
課

税
の
特
例
の
改
正

佃
続
則
産
を
相
娩
税
の
申
告
朗
限
か

ら
2

年
以
内
に
譲
渡
し
た
場
合
、
譲
渡

し
た
財
産
に
か
か
る
相
続
碗
相
当
額
を

譲
渡
所
得
の
計
算
上
そ
の
取
得
賢
に
加

算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
、

今
回
の
改
正
に
よ

り
、
右
記
相
続
財
産

の
う
ち
、
L

池
お
よ
び
土
地
9

に
存

す
る
権
利
(

以
下

、
土
地
等
と
い
い
ま

す
)
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
そ
の

方
か

取
得
し
た
す
べ
て
の
土
地
籌
(

物
納
の

土
地
等
は
除
か

れ
ま
す
∇
に
か
か
る
相

続
税
相
当
額
か
取
得
費
に
加
算
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
扱
い
は
、
平
成
4
年
1

月
1

日
以
唆
の
相
続
に
よ
り
取
得
し
た
土

地

等
を
5

年
1
月
1

日
以
唆
に
譲
渡
し

た
場
台
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

住
民
税
に
つ
い
て

□

寄
付
金
控
除
の
対
象
範
囲
の
拡
大

平
呎
5

年
1
月
1

日
以
降
、
都
道
府

県
・
区
市
町
村
に
対
す
る
斉
付
が
寄
付

金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、
1
0

万
円
以
上
で

年
間
所
得
金
額
の
2
5
%

相
当
額
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

退
職
者
の
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
屶
か
退
職
し
ま
す

と
、住
民
税
は
昌
通
徴
収
と
な
り
ま

す
。

こ
れ
は

、
従
来
給
与
か
ら
直
接
差
し
引

か
れ
て
い
た
住
民
税
か
、
退
職
に
よ
り

薊
秘
先
の
給
与
か
ら
差
し
引
く
こ
と
か

で
き
な
く
な
る
た
め
で

す
。
納
付
書
が

届
章
ま
し
た
ら
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
は
1
月
3
1日
ま
で
に

平
成
5
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
4

期
分
の

納
期
限
は
、
1

月
3
1
日
(

月
)
で
す
。
早
め
に
お
近
く
の

銀
行
、

郵
便
局
な
ど
の
金
廠
機
関
お
よ

び
区
役

所
、
区
民
箏
秘
所
の
窓
川
で
恥
め
て
く

だ
さ
い
。

問
先
=

中
央
木
町

庁
舎
・

納
税
第
一
係
、
第
二
係

(
3
8
8
0
)
5
0
9
6

納
税
は
期
限
内
に

還
付
金
は

銀
行
振
込
で

▽
確
定
申
告
に
か
か
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
制
限
と

同
じ
3

月
1
5日

で
す

▽
消
費
観
の
納
期
限
は

、
申
告
朋
限
と

同
じ
3
月
3
1
日
で
す

∇
住
民
税
の
第
一
叨
納
朗
限
は
6

月
3
0
　

日
で

す

※
納
税
は
、
便
利
な
銀
行
な
ど
の
口
座

か
ら
の

振
芭
納
税
を
ご
利
川
く
だ

さ

い
。
な
お
、
所
得
税
・
消
賢
税
の
還
付

金
は
、
銀
卜
等
へ
の
振
り

、込
み
を
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

表1　 所得 税 ・個 人 事 業 税 ・住 民 税の 共 同 説 明 会 表2 税理士会による無料相談

※各会場への車での来場はご遠慮ください。

所
得
税
・
個
人
事
業
税
・

住
民
税
の
共
同
説
明
会

决
!

の
日
程
で
税
明
会

を
行

い
ま

す
。
お
乱
呼
に
愚
寄
り
の
会
場
へ
お
出

か
け
ぐ
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
理
士
会
に

よ
る
無
料
相
験
も
、
表
2
の
と
お
り
行

い
ま

す
。
合

わ
せ
て

ご
利
用
く

だ
さ

い
。

身体障害者の
プ ロ グ ラマ ー 等

訓 練 生 募 集

対
象
=
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
マー
・
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
等
と
し
て
職
葉
的
自
立
を
め
ざ

す
、区
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
4
0
歳
位
の
方
定
員
=
5
人
鳩
所
I
綾

瀬
障
害
柵
祉
卮
殿
(
足
立
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
シ
ス

テ
ム
)
期
日
=
4
月
か
ら
1
年
問
選
考
―

適
性
試
験
・
面
接
申
込
=
2
月
1
5
日
ま
で
に

履
歴
書
を
郵
送
申
・
問
先
=
千
住
木
庁
舎
・

障
害
褐
祉
課
〒
1
2
0
千
住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
I
1
1

㈹

問 合 せ 先

所 得 税
足 立 税 務 署

( 綾瀬4- 14- 10) 　<5616) 2722

西 新 井 税 務 署

( 栗原3- 10- 16) 　( 3840) 1111

税 務 相 談 室 足 立 分 室

( 694- 14- 1( 1 足立税務署仮庁舎内)

( 5 Ⅲ) Z733

住 民 税
区役所中央本町庁舎・課税課
(中央本町1- 17- 1) 　( 3880) 5081

期間 中は大 変混 み合 います ので、
お車でのご 來署はご 遠慮ください。

保

健

ガ

イ

ド

講
演
会
「
ぜ
ん
息
治
療
の
最
前
線
」

日
時
I
2

月
1
0日

采
)

、
午
後
2
時
I
4

時

場
所
=

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

内

容
―
ぜ
ん
息
治
療
の
愚
前
線
鴫
報
と

、

発
作
を
防
ぐ
暮
ら
し
方

講
師
=
佐
野

娟
之
氏
(

同
愛
記
念
祠
院
ア
レ
ル
ギ
ー

呼
吸
器
科
医
丞

定
員
g
揃
八
兎
唇

順
)
費
用
=
無
科

申
込
-
m

期
限
1
2
月
4
日

申
・
問
先
=
千
住

京
庁
舎
・
公
害
補
償
係

(
3
8
8
2
)
l
J
J
1㈹

痴
呆
予

防
講
演
会

日
時
=
2
月
2
日
(
火
)
、午
後
L
時
3
0

分
I
4
時
匐
分
内
容
q
高
齢
者
の
も

の
忘
れ
と
痴
呆
の
違
い

。
そ
の
理
解
と

対
応
の
コ

ツ

講
師
=

汞
田
慎

二
氏

(
み
さ
と
協
立
哨
院
僻
神
科
医
師
)

定
員
-
5
0
入
(
先
番
順
)
費
用
―
無
料

申
込
・
a
・
`
話
場
・
申
・
問
先
=
足
立

保
健
所

　
(
3
8
5
5
j
1
5
1

風
邪
に
負
け
な
い
食
生
活

日
時
=
2

月
2
・
9

日

、
午
唆
1
時
3
0

分

～
3

時
3
0
分

内
容
I

▽
2

日

…

「
平
成
の
食
卓

簡
素
化

食
串
で
あ
な

た
は
風
邪
に
勝
て
る
か
?

」
ビ
タ
ミ
ン

豊
畊
な
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
と
試
食
(

小
皿

と
は
し
を
持
番
)

▽
9
日
…
体
力
づ

く
り
運
助
(
屈
勣
呆

す
い
服
装
と
く

つ
)

・

禺
H
3
0
人

費
用
=

無
料

申
込
h

電
話

塲
・
申
・
問
先
I

足
立
保

健
所

　
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

悩
み
を
い
っ
し
ょ
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

晞
待
や
愚

食
・
拒
食
で

悩
ん
で
い
る

人

、
一
研
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
1
2

月
1
6
日
(
水
)
、
午
後
2

時
～

3
時
3
0分

費
用
=
無
料

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
鯉
相
談

所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

障害児・在宅
高齢者の方に
歯 の 治 療 を

行っています

□

障
害
児
歯
科
診
療

日

時
と

邁

木
・
土
曜
日

、
乍
加
9

時
1

正
午
(

祝
日
を
除
く
)

鳩
所
L

足

立
区
歯
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
―
区
内
在
住
の
1
8
歳
汞
禹
の
軽
・

中
度
の
陣
害
か
あ
る
力
/

診
9
場
所
ま

で
通
院
可

能
な
方
(

ご
家
族
の
同
伴
か

必
嬰
で
す
)

※
嶝
哽
の
方
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す

□
在
宅
高
齢
者
歯
科
診
療

歯
糾
医
師
が
訪
問
し
て

診
療
を
吁
い

ま
す

。

日
時
=
火
埋
日
～
土
曜
日
(
日

時
は
亊
前
に

連
絡
し
ま
す
)

対
象
‥

区
内
在
庄
の
卵
歳
以
上
の

寝
た
き
り
の

方
/

在
宅
で
介
護
者
の
い
る
万

※
申

し
込
み
受
け
付
け
後

、
水
人
の
健
康
状

態
や
歯
の

状
態
な
ど
の
事
前
調
査
を
行

う
た
め

、
診
療
閲
始
ま
で
に
あ
る
程
度

の
日
散
が
か
か
り
ま
す

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
日
時
=
毎
週
火
峨
日

～
七
曜
日
の

午
加
9

時
3
0分
1

正
午

、
午
優
1

時
～
3

時
洳
分
(
祝
口
を
除
く
)

費
用
I
S

険
診
療

申
込
l

電
話

申
・
問
先
=

足
立
区
噌
科
医
師
会
口
腔
保
健
セ
ン
タ

ー

　
(
3
8
8
2
)
3
8
8
2

F
A
X
(
3
8
8
2
)
6
2
0
3

監
視
区
域
内
の
届
出
対
象

面
積
が
変
わ
り
ま
し
た

東
京
都
で
は

、
国
土
法
に
基
づ
き
指
定
し
て

い
る
監
視
区
域
内
で
土
地
売
買
等
を
行
う
樊

‥

の
届
出
対

象
面
積
を

、
巾
衝
化
区
域
内
で
は
窈

。″
以
1
1
に

、
市
街
化
調
整
区
岐
内
お
よ
び
小
笠

原
村
の
都
市
計
画
区
域
内
で
は
瞋
㎡
以
上
に
そ

れ
ぞ
れ
引

き
上
げ

、1
月
か
ら
実
施
し
ま
し
た

。

く
わ
し

く
は

、
都
・
上
地
調
整
屎
へ

。

(
5
3
8
8
)
3
2
1
6

ご
協
力
く
だ
さ
い

2
月
の
献
血

日
時
等
=
上

表

問
先
=
葛

飾
界
卜
袤

殺

セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

ま
た
は

、
千
住

本
庁
舎

。
保

健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
l
1
1
1

㈹

2 月の献血

※ い ず れも 午 前10 時 ～11 時30分 、
午 後12時30 分 ～3 時30 分
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足 立 区ご み 減 量・
リ サイクル 推 進 店

『

Rのお店 』認定店
このたび、区では商霧活助を通じて、ごみの諏管やリサイクJ

し活励に積唖的に取り組んでいる区内の小売店や商店街をご
み減讎・リサ・1クJし推進店|・Rのお店」として認定しました。

いろいろな檗檣の方が多種多様のリサ4 クルへの取り相みを
実践されています3 区民の皆さんに広く知っていなだき、日

爾生活の中で有効に利用されるよう顫っています。なお、認
定店を細載したrR のお店パンフレット

■ I
は、2 月に区民搴

蒭所等の区の施設に看きますのでこ・利用ください。
問先= 中央本町斤舎・リサイクル雇延仮f 13 朗0- 5206

商 店 街 ( 受 け付け順) ( 平成6 年1 月 現在)

興野 ・本木 地域

梅田 地域

中 央 本 町 地 域

佐 野 地 域

花 畑・保木間地域

竹の塚地域

伊興・西新 井地域

鹿 浜 地 域

舎 人 地 域

小 売 店

( 町丁名番地順)
千住 地域

江北地域

綾瀬地域

保 塚・六 町地域

▲
お
店
で
は
目
立
つ
と
こ
ろ
に
「R

の
お
店

」

の
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す

『

R のお店 』

認定記念
講 演 会

「R
の
お
店
』の
認
定
式
を
行
い
、終
了
後

に
記
念
講
演
会
を
闘
胆
し
零
y
。ザ
5
、ご
参

加
く
だ
さ
い

。

日

時
I
I

月
3
1日
(
月
)
、
午

後
3
蒔
I
4

時
闃
分

鳩
所
―
梅
田
セ
ン
タ
ー
4

階
ホ
ー
ル
(

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
内
)

テ

ー

マ
=

地
球
的
規
模
で

考
え

、
地
域
で
行
動
を

講
師
I
松
3
f
:
夜
子
氏
(

通
産
省
認
定
消
賢
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
恚

管
用
―
無

料

問
先
―

中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

権
進
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

リサ イクル市場
調 査 の 報告 書
ま と ま る
j - 乙 にw 八m- ・- 叭 即 心- 四 ・i

対 渝 に 行 う た リ サ イ ク ル 喞t 霾9 亶 の 蹙 告

● が ま と ま り ま し た く わ し く は 、 リ サ

イ ク ル 皿- s ● 4 よ- awsa ● ㎡l r l ' & ぷ

庁 舎 ・ 中1 ・B, r 翕 】Ea い て あ る 硬 告

● を ご 覧 く だ さ い 。 な お 、r l i だ ち 広 報j

で も 耄炭 】ら せ し ま す 。

陬i y 一中 央 玄 町 庁 き ・ リ サ イ ク ル ・I I 錙1X389

卜S 凅S

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

記
念
イ
ベ
ン
ト

科
幸
と
叉
化
・
一
云
術
の

拠
点
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
(
足
立
区
こ
ど
も
科
学
館
・

西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
)
の
オ

ー
プ
ン
を

記
念
し
て
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、

皆
さ
ん
に
文
化
の

薫
り
高
い
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
虱
を
お
届
け
し
ま
す
。

宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

科
学
の
夢
そ
し
て
未
来

秋
山
豊
竟
さ
ん
(
日
ま
叨
宇
宙
飛
行

士
)
に
、宇
宙
、自
然
、人
嫡
の
か
か

わ
り
合
い
を
科
学
技
術
と
環
観
の
面
か

ら
、分
か
り
や
す
く
お
話
し
て
い
た
だ

癶
汞
す
。日
時
1
3
月
洳
日
(
水
)
、

午
俊
2
時
～
4
時
対
象
a
-
区
内
在
往

の
小
学
5

・
6

年
生
と
引
富
者

定
員

=
痂
入
(
先
酋
顎
)
S
用
l
-
無
科
申

込
a

往
復
ハ
ガ
キ
に
僅
所

、
氏
名

、
孛

校
名

、
年
鵬

、
電
話
番
号

、
希
望
人

数

を
明
記

申
先
=
女

化

施
設
建
設
堅

(
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内

‘
〒
圀
栗
原
1
-
3
-

―

期
限
=
2

月
2
8
日
必
咎

▲
宇
宙
服
姿
の
秋
山
豊
寛
さ
ん

小
・
校
・
中
学校
音
楽祭

区
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
告
さ
ん
に
よ
る
合
同
の
合
唱
、ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
の
音
桑
祭
で
す
。日
時
1

3
月
2
8
日
(
月
)
、午
前
1
0
時
～
正
午
(
小

学
校
の
部
)
、
午
後
2

時
I
4

時
(
中
学

扠
の
胯

定
員
―
鶉
人
(
先
咎
順
)

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

嶌
満
岡
の

際
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

い
ず
れ
も

場
所
=

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

。ホ

ー
ル

(
西
新
井
駅
東
口
徒
歩
3
分
)

管
用
=

無
料

問
先
=

文
叱
施
設
建
設
窒

1
月
3
1日
ま
で
千
僅
京
庁
舎

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

2
月
1

日
か
ら

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
内

(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「安
寿
と
厨
子
王
」　
劇
団
俳
協

悪
い
男
に
だ
ま
さ
れ
山
椒
大
夫
に
充

ら
れ
て
し
ま
っ
た
安
再
と
町
子
王
の
物

語
を

、
小
林
亜
星
氏
作
曲
の
ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル
で
お
S

け
し
ま

す
。

日
時
1
3

月
3

日
(
さ

、
午
後
2
蒔
開
演

場
所

-
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
対
象

―
区
内
在
僅
の
小
学
生
と
引
ぶ
者
、お

よ
び
中
・
高
校
生
定
員
=
回
人
葹

畚
漿
)
費
用
い
I
無
科
申
込
住
覆

ハ
ガ
キ
に
僅
所
、氏
名
、¥
氈
、覆
話

番
母

、
希
望
人
畝
を
明
記

期
限
2

月
2
8
日
必
折

申
・
問
先

、上
表
の
児

童
館
へ

申し込み・問 合せ先一覧表
管 弦 楽と 合 唱 の た め の 組 曲

「わが 街に 」制 作

記念コンサート

区
制
6
0
周
年
を
記
念
し
制
限
し
た

。
足
立
区

の
た
め
の

組
曲
の
初
披
露
で
す

。
作
詩
は
な
か

に
し
礼
さ
ん

、
作
曲
は
團
伊
玖
磨
さ
ん
に
お
願

い
し
た
累
珊
ら
し
い
乍
品
で
す

。

日
時
9
3

月
r

日
(
日
)
、
午
後
2

時
3
0分
間
瓜

※
申
し

込
み
方
法

な
ど

、
く
わ
し
く
は
「
あ
だ
ち
回
報
」2

月
1
5日

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
先
=

千

庄
杢
庁
舎
・
文
化
振
興

係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「
吹
奏
楽
の
祭
典
」
「
合

唱

の

祭

典
」

□
吹
奏
楽
の
祭
典

尺
内
で
活
助
す
る
吠
奏
楽
団
の
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。日
眄
q
4
月
り
-
日

T

气

午
殴
1

時
開
耐

□

合
唱
の
祭
典

コ
ン
ク
ー
ル
と
は
I
味
遐
っ
た
台
叭

口
お
祭
り
で
す
、日
時
・
-
4
月
1
7
日

(
旦

、
午
吸
―
蒔
開
演

い
ず
れ
も

場
所

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

ーホ

ー
ル

定
員
9
0
0
人
(
先
胃
領
)
管
用
l
無
料

申
込
丿
当
日
直
接
会
場
へ

※
満
貝
の
際
は
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。こ
y
凧
く
だ
さ
い

「
吹
奏
楽
の
祭
典
」「
合
唱
の
祭
典

」

出
演
団
体
募
集

主
に
区
内
で
活
動
す
る
高
校

、
な
ら

び
に
一
と
の
団

体
を
萼
笶
し
ま
す

。

□

吹
奏
楽
の
祭
典

溟
奏
曲
目
-

自
山

演
奏
時
間

跼
兮

程
度

□

合
唱
の
祭
典

演
妻
曲
目
1

自
由
、
た
だ
し

、
ピ
ア
ノ

伴
奏
ま
た
は
無
伴
冬
に
限
る

演
奏
時

間

曲
間
を
ぶ
め
8
分
以
内

い
ず
れ
も
I
I

申
込

直
接
窓
口
ま
た
は
瓊
話

期
限
-
2

月
1
5日

車
。問
先
=
キ
住
収
庁

合
・
又
叱
振
興
係

(
3
8
8
2
T
I
I
1
爬

葦
の
会
「ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
」

落
成
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

オ
ペ
ラ
か
ら
お
な
じ
み
の
曲
ま
で
、

陥
広
い
ジ
P
ン
ル
の
中
か
ら
お
聴
か
せ

し
串
耳
日
時
-
4
月
2
日
全
)
、

午
唆
7
時
間
演
管
用
・
-
4
羊
円
申

・
問
先
-

な
の
会
事
務
局
/
山
口

f
3
9
1
2
)
4
2
0
9

□
こ
の
紀
念
コ
ン
サ
ー
ト
に
掴
人
の
方

を
無
尽
招
待
し
ま
す
。
申
込
-
l
'
往
筏

ハ
ガ
キ
に
庄
■所
、
氏
乙
、
電
話
胎
呼
、

申
込
人
畝
(
4
人
ま
で
苡
a

の
余
コ
ン

サ
ー
ト
希
望
」
と
明
記

期
限
1
2

弓
2
8

日
消
日
耳
勿

申
・
問
先
9

干
僅
本

旨
舎

。又
化
振
興
係

〒
a
千
庄
1

4
1
8

(
3
8
8
2
)
l
I
I
I

北

文
化
の
祭
典
　
(
舞
台
部
門
・
展
示
部
門
)

□
舞
台
部
門

蒿
楽
舞
踊
連
盟

、
民
謡
団
体
連
盟
な

ど
足
立
区
文
化
団
体
辿
合
会
に
加
盟
す

る
剛
体
の

、
す
ぐ
れ
た

舞
台
芸
術
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い

。

日

時
6
4

月
1
0日

石
)

、
午
前
H
時
剥
泯
(
予
足
)

場
所
-

ギ
ャ
ラ
ク
シ
ーア
イ

ーホ

ー
ル

□
展
示
部
門

美
術
S

会
や
孃
迺
・
茶
通
協
会
な
ど

の
咀
ひ
区
文
化
団
体
巡
台
会
に
加
幽
す

る
団
体
の
、
す
ぐ
れ
た
陌
品
展
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い

。■

日
時
a
4

月
6
日
～
2
6

日
、
午
前
9
蒔
3
0
分
～
午
吸
8

時

場
所
H

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

示

ヤ
ラ
ク

シ
テ
ィ
内
)い

ず
れ
も
I
-

管
用
・
'
龠
紅
間
先
I
F
庄
&
7
忿
・

又
化
振
興
係

貫
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

区

、
公

社

共
催
事
業

□
都
民
名
曲
サ
ロ
ン
/

東
フ
ィ
ル
・
ゴ

ー
ル

デ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
・
-
3
月
3
1
日
采
)
、午
隋
7
時

出
演
-
商
閲
健
柘
譬
、加
辱
知
で
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
)
、東
京
フ
。■
ル
ハ
I
モ
ニ

ー
交
響
楽
団
曲
目
-
ブ
ラ
ー
ム
ス
ー

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
啗
偬
曲
、ベ
ー
トー
ヴ

ェ
ン
・
交
膏
曲
第
7
番
ほ
か
入
鳩
料

I
A
席
2
千
迦
円
/
B
席
2
丁
円
発

売
日
-
2
月
2
日
か
ら

□
シ
ャ
ー
プ
ス
&
フ
ラ
ッ
ツ
(
ジ
ャ
ズ
)

日
時
'
4
月
3
日
百
)
、
午
後
2
時

出
演
・
輿
梨
邑
ケ
ィ
、
北
村
英
治
曲

目
-
セ
ン
ト
ル
ィ
ス
ブ
ルー
ス
、
A
列

聿
で
吁
こ
う
ほ
か
入
場
刈
=
2
千
遥

叫
発
売
日
-
1
2
月
旧
日
か
ら

□

映
画
音
楽
「
銀
幕
の
ス

タ
ー
た
ち
」

日
時…
4
月
9
日
こ
と
、
午
唆
6
時
洳

分
出
演
-
卜
東
亰
室
内
管
弦
桑
団
、
森

山
良
子
曲
目
-
エ
デ
ン
の
啝
、
虱
と

共
に
去
り
ぬ
ほ
か
入
場
料
l
'
3
予
測

円
発
売
9
-
2
月
1
6
日
か
ら

□
松
山
バ
レ
エ
団
公
演

日
時
J
-
5
月
1
4
日
玉
)
、
午
唆
6
時
3
0

分

入
場
料
1
4

千
円

発
充
日
1
3

呵
2

日
か
ら

□
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
ハ
ウ
ゼ
楽
団
　
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
タ
ン
ゴ
i
n
あ
だ
ち

日
時
・
5
月
2
1
日
玉
气
午
唆
6
蒔
肺

分
出
演
・
-
-
菅
原
牟
一
曲
月
-
L
ジ
ェ

ラ
シー
、
ラ
・
ク
ン
ハ
ル
シ
ー
タ
ほ
か

入
場
料
a
・
6
千
円
発
売
日
、-
3
月
2

口
か
ら

□

都
民
名
曲
サ
ロ
ン
/

音
楽
世
界
の
旅

「
ビ
バ
　
イ
タ
リ
ア

」

日
時
t

、5
月
2
9日

百
)

、
キ
唆
2

肺
。

出

演
=
ア

ル
マ
ン
ド

ー
ク
リ
エ
ガ

ー
(

舟
揮
气

足
立
さ
つ
き
I
ソ
プ
ラ
ピ

、

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
ー
ハ
ス
ト
レ
ッ
ロ

ハ

リ

ト
ン
)

ほ
か

曲
目
に
'オ
・
ソ
レ

ー
ミ

オ
、
碍
れ
ソ
レ
ン
ト
ヘ
ほ
か

入
場
弘
1
3

や
円

発

売
日

、
3
月
2

日
か
ら

□

パ
イ
ヤ
ー
ル
室
内
管
弦
楽
団

日
時
=
6

月
1
9日

言
)

、
午
浚
2

時

曲
目
9

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
・
E

楽
セ

レ
ナ
ー
デ

。モ

ー
ツ
ァ
ル
ト

ーフ
ル
ー
ト

と
ハ
I

プ
の
た
め
の
協
奏
曲

入
場
料

り
3
f

円

発
充
日
=
4

月
2

日
か
ら

□

片
桐
光
洋
特
別
公
演

「
新
吾
十
番
勝

負
」

日
時
=
6

月
2
5日
(
土
)
、
午
良
の
閇
・

夜
間
の
部

入
珊
料
j
2

予
測
円

発

充
日
H
4

月
2
日
か
ら

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=

キ
ャ
ラ
ク
シ
テ

ィ
・
ホ
ー
ル

入
場
雰
発
売
場
所

コ
ヽ
I

ニ
テ
ィ
又

化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社
各
発
設

問
先

公
社
・
文
化
事
業
-
課
(
2
月
9
日
ま
で
)

(
5
6
8
6
)
2
5
0
2

ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
(
2

昌

日
か
兮

穹
5
2
4

ワ
肓
1
6
1

N
H
K
公
開
番
組

が
あ
り
ま
す

く
わ
し
く
は

、「
あ
だ
ち
広
報
」3
月

。1
5
1

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※ 「ギャラクシティ・ホール」とは、西新井文化ホールの愛称です。今後も皆さんに親しまれるよう、「ギャラクシティ・ホール
」の愛称を使用していきます。< 広報課>
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くらし の情 報

干住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

そ れぞれの電 話番号 へ。

福

祉

乳

幼

児

す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

次
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、
経
験
豊

か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
(
秘
密
數
守
)
。

相
談
方
法
=

電
話
お
よ
び
面
接

時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5
時

実
施

保
育
園
・
相
談
日
=
▽
興
野
保
育
園
(

西
新
井
本
町
4
1
D
-
2
3
T
毎
週
月

・
木
曜
日

　
(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
-
2
9
1
6
)

・
:肓
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
-
l
j
1
0
)
…

毎
週
火
・
土
曜
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

乳
幼
児
の
医
療

費
助
成
制
度

こ
の
制
度
は
、3
歳
未
満
の
乳
幼
児

が
、
病
気
や
ヶ
が
な
ど
に
よ
り
病
院
等

で
診
療
を
受
け
た
り
、
薬
剤
の
支
給
を

受
け
た
と
き
の
、
医
療
保
険
の
自
己
負

担
額
を
助
虞
す
る
も
の
で
す
。

対
鎮
=

区
内
に
住
所
が
あ
る
乳
幼
児
を
養
育

し
て
い
て
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
(
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
)
。
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方
=
申

請
者
の
所
得
が
制
限
額
以
上
あ
る
/
生

活
保
護
を
受
け
て
い
る
/
児
童
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
/
心
身
障
害
者

医
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
/
ひ
と

り
観
家
庭
の
医
家
費
の
助
成
を
受
け
て

い
る

申
請
り
次
の
も
の
を
窓
口
に
持

参

①
健
康
保
険
証
(
申
請
者
・
乳
幼

児
)
、
②
印
か
ん
、③
年
金
手
帳
ま
た
は

共
済
組
合
員
証
、
④
昨
年
の
1
月
2
日

以
降
足
立
区
に
転
入
し
た
方
は
、
前
住

所
地
の
区
市
町
村
発
行
の
課
税
証
明
書
(

児
童
手
当
用
)

※
③
と
④
は
、
足
立

区
で
児
童
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
不
要
で
す
。

申
・
問
先
=
千
庄

本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

障
害
者
世
帯
・
ひ

と
り
親
世
帯
の
住

み
替
え
家
賃
助
成

区
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
お
住
ま
い

の
障
害
者
が
い
る
世
帯
、
お
よ
び
ひ
と

り
親
世
帯
の
方
が
、
取
り
潁
し
に
よ
り

立
ち
退
き
を
求
め
ら
れ
た
場
合
。
転
居

後
の
民
間
質
貸
住
宅
の
家
賃
等
と
の
差

額
の
一
部
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
i
次
に
定
め
る
障
害
者
世
帯
ま
た

は
ひ
と
り
観
世
帯
/
区
内
に
1
年
以
上

居
住
し
て
い
る
/
生
活
保
護
を
受
け
て

い
な
い
/
経
済
的
に
独
立
し
て
日
常
生

活
を
営
め
る
/
所
得
が
基
準
額
(
表
1
)

の
範
囲
内
で
あ
る
/
取
り
壊
し
に
関
す

る
家
主
の
証
明
が
提
出
で
き
る

▽
障
害
者
世
帯
=
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
4
級
ま
た
は
愛
の
手
帳
―
～
3
度
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

▽
ひ
と
り
観
世
帯
=
次
に
該
当
す
る
1
8

歳
未
満
(
1
8
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末

ま
で
)
の
児
童
と
そ
の
父
ま
た
は
母
、

養
育
者
だ
け
で
橋
成
す
る
世
帯
…
父
母

が
離
婚
/
父
ま
た
は
毋
が
死
亡
/
父
ま

た
は
母
が
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に

1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た

は
毋
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
`
害

れ
て
い
る
/
父
が
い
な
い
(
母
が
婚
姻

に
よ
ら
ず
懐
胎
し
た
児
童
で
父
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
)

内
容
り
▽
家
賃
…

「
転
居
後
家
賃
」と
「
家
賃
助
成
基
準
額
(

表
2
)
」と
を
比
較
し
て
少
な
い
方
の

額
と
「
転
居
前
家
賃
」と
の
差
額
を
助
成

▽
転
居
一
時
傘
:
転
居
時
に
要
し
た
権

利
金
、
礼
金
、
仲
介
手
数
料
を
、
転
居

一
時
金
助
成
基
準
額
(
表
3
)
の
範
囲
内

で
助
成

▽
契
約
更
新
料
:
呶
賁
助
成

を
受
け
て
い
る
方
に
契
約
更
新
時
に
か

か
る
費
用
を
助
成
(
家
質
助
成
基
準
額

の
1
倍
を
限
度
)

申
込
=
転
居
前
に

次
の
も
の
を
持
っ
て
窓
口
へ
/
転
居
前

住
宅
の
買
貸
契
約
書
お
よ
び
家
賃
の
領

収
廝
写
し
/
住
宅
取
り
壊
し
に
関
す
る

家
主
の
証
明
硲
/
前
々
年
(
8
月
I
り一

月
に
つ
い
て
は
前
年
)
の
所
得
を
証
明

す
る
書
類
/
印
か
ん
/
障
害
者
世
帯
は

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳
/

ひ
と
り
親
世
帯
は
戸
籍
謄
本
1
通
(
串

猜
者
と
児
童
が
同
戸
循
に
な
い
塲
合
は

そ
れ
ぞ
れ
1
通
ず
つ
)
ま
た
は
児
童
扶

薗
手
当
証
一

、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
証

申
・
問
先
り
陣
害
者
世
帯
:
爭
住
本
庁

舎
・
障
害
福
祉
係
/
ひ
と
り
親
世
帯
…

千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

表1　 所得基準額

表2　 家賃助成基準額

表3　 転居一時 金助 成基準額

国

保

助
産
費
、
育
児

手
当
金
の
支
給

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
出
産
し
た
と
き
は
、
出
生
児
一
人
に

つ
き
助
産
費
2
4万
円
、
育
児
手
当
金
2

千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
助
産

費
に
つ
い
て
は
、妊
娠
4
ヵ
月
(
8
4日
)

以
上
で
あ
れ
ば
。
流
産
、
死
産
(
人
工

中
絶
も
含
む
)
の
場
合
で
も
支
給
さ
れ

ま
す
。

※
助
産
費
に
つ
い
て
は
、
出

産
者
本
人
が
、
他
の
医
療
保
険
か
ら
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
(
1
年
以

上
の
加
入
で
退
職
後
6
ヵ
月
以
内
の
出

産
)
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
は
、
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
=
国
民
健
康

保
険
証
、
ほ
子
手
帳
、
世
帯
主
名
義
の

預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
、
世
帯
主

の
印
か
ん
、
流
産
・
死
産
の
と
き
は
そ

の
証
明
書
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

徴
収
嘱
託
員

を
募
集
中

対
象
=
区
内
在
住
で
3
0
歳
以
上
6
3
歳
以

下
の
方
内
容
=
主
に
戸
別
訪
問
に
よ

る
保
険
料
の
集
金
業
務
雇
用
期
関
り

3
月
1
日
～
平
成
7
年
3
月
3
1
日
募

集
人
数
=
若
干
名
助
務
条
件
等
=
月

1
8
日
勤
務
(
1
週
2
2
～
3
0
時
間
)
/
給

与
は
基
本
給
と
能
率
給
の
合
計
(
実
績

平
均
1
6万
円
)

申
込
=
履
歴
裔
(
市
販

の
も
の
に
自
筆
、写
真
貼
付
)
1
通
を

窓
口
に
持
参
選
考
方
法
―
書
類
選

考
、面
接
期
限
=
1
月
3
1
日
申
・

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係
`

‘
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

就
職
・
退
職
し

た
ら
手
続
き
を

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

今
ま
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
た
方
で
、
会
社
等
に
就
職
し
て
新
た

に
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方

や
、
そ
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必

要
で
す
。
会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険

課
に
は
呵
も
連
絡
が
な
い
た
め
、
手
続

き
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
の
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
必

ず
や
め
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

(動
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康

保
険
証
、
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に

持
参
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。
届
出
が
遅
れ
た
場

合
で
も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
か

ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
り
ま
す
が
、
医

檬
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則
と
し

て
さ
か
の
ぽ
り
ま
せ
ん
。
早
目
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い

申
込
‥
l職
場
の
健

康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失

証
明
粛
、離
職
票
。退
職
証
明
書
な
ど
、

や
め
た
月
日
が
確
認
で
き
る
も
の
)
、届

出
人
の
印
か
ん
、
届
出
入
の
庄
所
・
氏

名
が
確
認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、

公
共
料
金
の
領
収
書
等
。
た
だ
し
、
代

理
人
の
場
合
は
不
要
)
/
家
族
が
す
で

に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0歳
未
満

の
方
で
、厚
生
年
金
、共
済
年
金
(
国
民

年
金
を
除
く
)
の
受
給
者
は
、年
金
証
書

ま
た
は
年
金
裁
定
通
知
書
を
窓
口
に
持

参

※
届
出
人
が
代
理
人
(
本
人
お
よ

び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
場
合
や
、

住
所
・
氏
名
が
確
認
で
き
な
い
と
き

は
、保
険
証
は
後
日
郵
送
と
な
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
変
更
後
1
4日
以
内
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
=
各
区

民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

教

育

公認私立幼稚園等に

お 子さんを

通園させている
保護者の方へ
補助金を支給します

今
年
度
の
最
終
申
し
込
み
に
な
り
ま

す
。
申
請
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。
保
護
者
負
担
軽
減
補
助
金
1

月
額
1
万
1
千
2
0
0円

た
だ
し
、
入
園

料
お
よ
び
保
育
料
の
額
に

よ
り
調
整
(

減
額
)

さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す

就

園
契
励
費
=

住
民
税
額
に

よ
り
対
象
に
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
(
表
4
)

対
象
=
平
成
5

年
4

月
1

日
以
降
引
き
続
き
区
内
に

居
住
し

、3
～
5

歳
児
(
昭

和
6
2年
4

月
2

日
～
平
成
2

年
4

月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
園
児
)

を
幼
稚
園

に
通
園
さ
せ
て
い
る
保
護

者

申
込
=

担
当
窓
口
ま

た
は
通
っ
て
い
る
幼
稚
園

期
限
g
2

月
1
0
日

間
先
1

学
務
第
一
課
学
事
第
二

表4　 公認私 立幼稚園 就園奨励費 階層区分表

* 世帯構成員中2 人以上に所得がある楊合は、所得割額の合計額。
*注　市区町村民税の申告がないと、就園奨励費は受けられません。

自
転
車
放
置
禁
止
区
域
案
内

綾
瀬
駅
周
辺

駅
周
辺
の
路
上
に
無
秩
序
に
大
量
の

自
転
車
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ち
ょ

っ
と
だ
け
な
ら
」「
面
倒
く
さ
い
」が
理

由
の
、
何
気
な
い
行
為
が
歩
行
者
、
特

に
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
緊
急
時
の
活
動
等

の
邪
魔
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
綾

瀬
駅
周
辺
で
は
、
放
置
自
転
車
が
ポ
ス

ト
を
取
り
囲
み
手
紙
が
投
函
で
き
な
い

と
い
う
苦
倩
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

区
内
各
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0屏以
内

を
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。
禁
止
区
域
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
撤
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転
車

移
送
所
に
運
び
保
管
し
ま
す
。
引
き
取

り
の
時
に
は
撤
去
料
2
千
円
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。
駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ

け
徒
歩
で
、
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合

は
、
必
ず
決
め
ら
れ
た
自
転
4
1置
き
場

に
燬
い
て
く
だ
さ
い
。

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
駅
前
放
置
が

増
え
て
い
ま
す
。
盗
ま
れ
た
時
に
は
す

ぐ
響
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
自
転
単
に
は
防
犯
登
録
を
す
る
と

同
時
に
住
所
と
名
前
を
記
入
し
ま
し
ょ

う
。

□
綾
瀬
駅
前
放
置
自
転
車
撤
去
先

▽
北
綾
瀬
移
送
所
…

谷
中
1
-
8
-
1
0

□
区
営
駐
車
場

▽
綾
瀬
東

駐
車
場

(
有
料
)

綾
瀬
3

・
H
-
6

　
(
3
6
0
5
)
2
5
6
3

綾
瀬
西
駐
車
場
(
有

料
)
…
綾
瀬
4
-
I

-
H
・
‘
(
3
6
2

8
)
『
j
Q
`
0
7

▽
綬
瀬

南
駐
車
場
(

有
料
)
…
綾
瀬
2
-
2
5
-
4

先

(
3
8
3
8
)
2
5

▽
綾
瀬
三
丁
目
駐
車

場
(
無
料
)
…
綾
瀬
3
-
2
2
j
1
4

▽
綾
瀬
袋
橋
駐
車
場
(
無
料
)
…
綾
瀬
2
-
1
8
1
4

先

▽
民
営
駐
車
場
灣
水
駐
車
場
…
綾
瀬
4
j
1
1
8

　
(
3
6
0
5
)
8
5
6
2

▽
中
川
駐
車
場
…
綾
瀬
4
-
-
1
6

　
(
3
6
0
5
)
8
5
3
9

▽
関
口
運
愉
…
東
綾
瀬
1
-
I
-
2
7

　
(
3
6
0
3
)
8
8
1
2

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
自
転
車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

☆償却資産をお持ちの方は、償却資産の所有状況などについて、都税事務所に1 月31日までに申告してください　足立都税事務所 　( 3882) 2111
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募

集

平
成
6
年
度
の

放
送
大
学
学
生

放
送
大
学
は
生
涯
学
習
を
幅
広
く
進

め
る
た
め
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
ま
っ
た
く
新
し
い
タ
ィ
プ
の
正

規
の
大
学
で
す
。
入
学
試
験
は
な
く
、1
8

歳
以
上
の
知
的
好
奇
心
あ
ふ
れ
た
方

な
ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
6
年
度
第
1
学
期
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
コ
1
ス
は
目
的
に
合
わ

せ
て
次
の
中
か
ら
選
べ
ま
す
。

▽
全

科
履
修
生
・
:卒
業
を
目
指
す
コ
ー
ス

▽
選
科
履
修
生
…
1
年
間
在
学
す
る
コ

ー
ス

▽
科
目
履
修
生
…
1
学
期
間
=
6

ヵ
月
在
学
す
る
コ
ー
ス

い
ず
れ
も

費
用
=
表
5

出
願
受
付
期
限
=
2
月
1
5

日

授
業
開
始
=
4
月
1
4日

問
先
=

放
送
大
学
東
京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー

　
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

表5　 放送大 学の 授業 料等

日
光
自
然
教
室

引
率
補
助
員

区
立
小
学
校
の
6
年
生
を
対
象
に
2

泊
3
日
の
日
程
で
行
う
日
光
自
然
教
室

の
引
率
者
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
何

回
で
も
引
率
で
き
ま
す
。

対
象
=
教

員
免
許
/
養
護
教
諭
/
保
健
婦
/
看
護

婦
の
い
ず
れ
か
の
資
格
取
得
者
で
年
齢
4
0

歳
位
ま
で
の
方

内
容
1
日
光
自
然

教
室
の
引
率
補
助

期
間
=
5
月
9
日

～
7
月
8
日
・
9
月
4
日
～
1
0月
2
8日

で
都
合
の
良
い
日

勤
務
時
間
a
各
小

学
校
出
発
時
か
ら
帰
校
時
ま
で
の
2
泊
3

日

謝
礼
=
l
回
の
引
率
で
3
万
6

千
円
(
税
込
み
)

申
込
期
限
=
3
月
H

日

申
・
問
先
=
千
佳
本
庁
舎
・
校

外
学
園
係

4
月
か
ら
の

利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
1
(
表
6
)
で
は
、

ね
た
き
り
や
虚
弱
な
高
齢
者
が
自
宅
で

豊
か
に
充
実
し
た
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
指
導
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

募

集
事
業
=
デ
ィ
ホ
ー
ム
、
機
能
訓
練
、

痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
高
齢
者
デ
ィ
ホ
ー
ム

利
用
期
間
等
l
表
7

申
込
―
直
接
窓

口

期
限
=
2
月
1
0日

※
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
短
・
中
期
間
入
所
(
痴
呆
性
高

齢
者
を
含
む
)
は
、
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

高
齢
者
施
設
運
営
係

表6　 高齢者在宅サービスセンター

※ 管轄地域については、お問い合わせください。た
だし、痴呆性高齢者ディホーム事業は、国道4 号
線の東側を「さの」、西側を「扇」が担当します。

表7　 高齢者在宅サービ スセンター利 用募集 事業

社
会
福
祉
協
議
会

職

員

募

集

□
一
般
職
員

募
集
人
員
=
若
干
名

対
象
=
昭
和
3
9

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
9年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
短
大
卒
程
度

の
能
力
を
有
す
る
方

給
与
等
=
足
立

区
職
員
に
準
ず
る

申
込
=
履
歴
書
1

通
吊
販
の
用
紙
、
写
真
添
付
)
と
写
真
(

縦
4
m
x
横
3
J
)
1
枚
を
窓
口
ま
で

持
参
(
郵
送
は
不
可
)

□
非
常
勤
職
員
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
)

募
集
人
員
=
1
0人
程
度

対
象
=
昭
和
2
4

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
義
務
教
育
終
了
程
度
の
能
力
を
有

す
る
方

勤
務
日
等
1
1
日
6
時
間
で

週
5
日
間
(
時
間
外
動
務
も
あ
り
)

給

与
等
=
月
額
1
7万
円
程
度
(
交
通
費
別
)

申
込
=
履
歴
書
1
通
(
市
販
の
用
紙
、

写
真
添
付
)
と
写
真
(
縦
4

作×
横
3

″
)
1
枚
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
業
務
に

関
わ
る
資
格
取
得
者
お
よ
び
、
餐
成
講

習
を
終
了
し
た
方
は
証
S
の
コ
ピ
ー
を

窓
口
に
持
参
(
郵
送
は
不
可
)

い
ず
れ
も

選
考
日
=
2
月
1
9
日
申
込
期
間
1
2

月
1
日
～
1
0
日
、午
前
9
時
～
午
後
5

時
(
土
・
日
を
除
く
)
採
用
予
定
=
4

月
1
日
以
降
申
・
問
先
=
社
会
福
祉

協
議
会
　
(
3
8
8
8
T
5
5
0

研
修
生
の
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
先

東
京
研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
の
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
先
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
晩
異
文
化
を
語
り
合
つ
て
み
ま
せ
ん

か

。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
期
間
=
3

月
5

日
、
午
後
1

時
か
ら
6

日
の
正
午
(
1

泊
2
日
)

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
人
数
=
2
0

人
程
度
(
中
国
、
タ
イ

、
そ
の
他
の
方
)

研
修
生
=
年
齢
は
2
0
～
3
0
歳
代
ご
菖
葉

は
日
本
語
、
英
語
が
多
少
可

対
象
―

区
内
在
住
の
方
で

、
ホ
1

ム
ス
テ
ィ
の

受
け
入
れ
が
可
能
な
方

申
込
=

電
話

期
限
=
2

月
2

日

申
・
問
先
=

国
際

親
善
協
会

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

年

金

年
金
の
保
険
料
は

確
定
申
告
の
「
所

得
控
除
」対
象
に

平
成
5
年
1
月
か
ら
り一月
ま
で
の
1

年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料

は
、
そ
の
金
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
の
際
に
は
忘

れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
2
月
2
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
―
中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
年
金
屎
前

問
先
―
中
央
本

町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

生
活
環
境

沿
道
環
境
整
備

事
業
案
内

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
の
道
路

交
通
騒
音
に
よ
り
生
ず
る
障
害
の
防
止

と
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の

促
進
を
行
う
た
め
、国
道
4
号
線
(荒
川

以
北
)
と
環
状
七
号
線
沿
道
に
沿
道
整

備
の
計
画
を
定
め
て
い
ま
す
。
沿
道
整

備
計
画
の
区
域
内
(
沿
道
の
概
ね
3
0
き

で
次
の
こ
と
を
行
う
場
合
は
、
建
築
確

認
申
請
と
は
別
に
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

日
前
ま
で
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
①
土
地
区
画
形
質
の
変
更

②
建

築
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は
増
築

③

建
築
物
の
用
途
、
形
態
ま
た
は
意
匠
の

変
更
。
ま
た
、
沿
道
整
備
計
画
に
伴
う

条
例
の
施
行
前
に
建
築
し
た
住
宅
等
の

居
室
(
沿
道
の
概
ね
2
0
aの
区
域
内
)
に

対
す
る
防
音
工
事
費
の
一
部
助
成
制
度

や
騒
音
が
背
後
へ
通
り
抜
け
な
い
よ
う

な
建
物
(
緩
衝
建
築
物
)
の
建
築
費
等
の

一
部
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎

・
ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第
二
係

家
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
お
考
え
の
方
へ

住
宅
金
融
公
喧
も
し
く
は
区
の
指
定

す
る
金
融
機
関
か
ら
住
宅
改
良
資
金
を

借
り
入
れ
て
エ
事
を
す
る
方
に
資
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
=
▽
自

己
用
住
宅
の
場
合
。
:自
分
も
し
く
は
同

居
の
親
族
が
所
有
す
る
住
宅
で
引
き
続

き
居
住
す
る
/

区
内
に
1

年
以
上
居
住

し
て
い
る
/

前
年
度
の
総
所
得
金
額
が
8
0
0

万
円
以
下
で
あ
る

▽
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
共
用
部
分
の
場
合
・・・区
分
所
有

者
全
員
で
構
成
す
る
管
理
組
合
、
ま
た

は
こ
れ
に
凖
ず
る
管
理
組
合

1
月
4

日
か
ら
、
区
の
指
定
金
融
機

関
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す

。
こ
れ
ら
の

指
定
金
融
機
関
お
よ
び
助
成
の
要
件
な

ど
、
く
わ
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
住
宅

係
ま
で

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
住
宅

・
開
発
指
導
課
住
宅
係

お
し
ら
せ

夕
焼
け
放
送
の

時
間

変
更

夕
焼
け
放
送
は
、
2
月
か
ら
4
月
ま

で
、
午
後
5
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
胃
少
年
課
調
整
係

在
宅
介
護
支
援

セ
ン

タ
ー

「
扇
」「
千
寿
の

郷
」
の
開
設

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
の
ね
た
き

り
高
齢
者
等
が
、
施
設
に
入
所
す
る
こ

と
な
く
家
族
と
一
緒
に
地
域
で
暮
ら
し

て
行
け
る
こ
と
を
支
援
す
る
総
合
的
な

相
談
窓
口
で
す
。

主
な
事
業
=
在
宅

介
護
に
対
す
る
総
合
的
な
相
談
/
介
護

機
器
の
展
示
お
よ
び
住
宅
改
造
の
相
談

開
般
月
日
=
い
ず
れ
も
1
月
2
5日

相

談
時
間
=
月
～
土
曜
日
(
祝
日
、
年
末

・
年
始
は
ほ
く
)
午
前
9
時
～
午
後
8

時
…
来
所
お
よ
び
電
話
に
よ
る
相
談

東
来
所
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に
電
話

申
し
込
み
。
そ
の
他
の
時
間
は
、
電
話

相
談
の
み

所
在
地
=
▽
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー「
扇
」
扇
1
-
5
2
-
2
3

(
3
8
5
6
)
7
0
0
7

▽
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
「
千
寿
の
郷
」
=
柳

原
1
-
2
7
ー
5

(
3
8
8
1
)
1
6
9
1

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事

4
月
か
ら
平
成
8
年
3
月
ま
で
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
開
館
し
な
が
ら
各

階
ご
と
に
改
修
し
ま
す
の
で
、
一
部
利

用
が
で
き
な
く
な
り
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・

体
育
管
理
係

ご
協
力
く
だ
さ
い

女
性
問
題
に
関
す

る
意
識
実
態
調
査

2
月
1
日
か
ら
1
0日
の
間
、
女
性
問

題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
1
卜
調
査
を
行
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
区
の
女
性
行
政

推
進
の
た
め
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。区
民
の
皆

さ
ん
の
中
か
ら
3
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の

方
3
千
人
を
抽
出
し
、
調
査
喬
を
発
送

し
ま
す
。
調
査
町
が
届
い
た
方
に
は
、

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
ぜ

ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、調
査
磬
は
集
計
結
果
の

み
活
用
し
、
個
人
の
ご
意
見
を
公
表
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

(
財
)
足
立
区
ま
ち

づ
く
り
公
社

指
名
参
加
願
い

平
成
6
・
7
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
公

社
が
発
注
す
る
工
事
の
指
名
参
加
願
い

の
受
け
付
け
を
吁
い
ま
す
。
登
録
を
し

な
い
と
、
ま
ち
づ
く
り
公
社
が
発
注
す

る
工
事
を
受
注
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
=
2

月
2
日
～
1
5日
(
土
・
日
曜
日
・
祝

日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

受
付
・
用
紙
配
布
塲
所
り
ま
ち
づ
く
り

公
社
(
綾
瀬
2
-
3
0
-
6
)
配
布
期
間
=
1

月
2
6日
～
2
月
1
5日

問
先
=
ま

ち
づ
く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
了
7
6
1

水

と

み

ど

り

に

関

す

る

区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
卜

区が今後取り組
むべき問題は…

ゴミ等の リサイクル対策

第
2

回
区
政
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、「
水
と
み
ど
り
」
を
テ
ー
マ
に
行
い

ま
し
た
(
平
成
5

年
9
月
実
施

、
送
付

数
4
9
人
、
回
収
率
1
0
0
%
)。区
で
行
っ
て

い
る

、
緑
化
の
推
進
事
業
で
知
っ
て
い

る
事
業
は

、「
苗
木
配
付

」
が
最
も
多
く

約
8
6
%
で
し
た
。
今
後
、
見
た
り
参
加

し
た
い
区
の
緑
化
推
進
事
業
は

「
桜
ウ

ォ
ッ
チ
ン
グ

」
が
一
番
多
く
約
6
9
%
で

し
た

。
環
境
問
題
等
の
発
表
会
や
展
示

会
等
に

、
発
表
者
等
と
し
て
参
加
し
た

い
か
に
つ
い
て
は

「
参
加
し
た
い
(

積

極
的
に
参
加
し
た
い
十
で
き
る
だ
け
参

加
し
た
い
)
」
は
約
5
9
%
で
し
た
。
区
内

に
あ
る
「
観
水
水
路
」
の
周
知
度
に
つ

い
て
は
、「
五
反
野
親
水
緑
道
」が
最
も

高
く
約
4
1
%、
〝特
色
あ
る
公
園
等
〃
で

は
、「
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
」が
最
も
高
く

約
5
9
%で
し
た
。
公
園
を
利
用
し
た
か

は
「
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が
約
6
7
%

で
、そ
の
う
ち
「
し
ょ
う
ぶ
沼
公
園
」

を
利
用
し
た
人
が
最
も
多
く
、
約
6
1
%

で
し
た
。
ま
た
、
区
が
今
後
取
り
組
む

べ
き
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、ヨ
ミ
等

の
リ
サ
ィ
ク
ル
対
策
」
が
最
も
多
く
、

約
6
3
%で
し
た
。
く
わ
し
く
知
り
た
い

方
は
、
お
近
く
の
図
書
館
で
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広

聴
相
談
担
当

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

〔ひろば〕☆講演会「男が語る登校拒否」/1 月29日(土) 、午後2 時～4 時/ 中央本町センター/ 講師= 奥地重男氏( 東京シュー レスタッフ) / 竹内 　( 3852) 0656



1994 年( 平成6 年) 1 月25 日あ だ ち 広 報第1035 号 ( 8)

スポーツ指導員
養 成 講 習 会「な ぎ な た」

各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
、
指

導
力
の
向
上
を
目
的
に
講
習
会
を
閧
催

し
ま
す
。な
お
、専
門
科
目
と
別
に
開
催

す
る
共
通
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
方

を
足
立
区
公
認
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
哨
と

し
て
認
定
・
登
録
し
ま
す
。
日
時
等
=

右
表

対
象
=
満
2
0歳
以
上
で
当
種
目

の
指
導
を
行
っ
て
い
る
方
お
よ
び
指
導

者
を
目
指
す
方

定
員
り
3
0入
(
抽
選
)

費
用
=
無
料
(
教
材
費
は
実
費
負
担
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
養
成
講
習
会
専
門
科
目
「な
ぎ
な

た
」
、住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年

齢
、性
別
、電
話
乕
吩
、な
ぎ
な
た
経

験
年
数
、所
属
圃
体
を
明
記
期
限
=

2
月
1
5
日
必
苒
申
・
問
先
l
体
愕
協

会
〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
j
1
8

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

スポーツ指導員養成講習会日程表

あ
な
た
の
〝声
〟
を
区
政
に

平
成
6年
度
　区
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

足
立
区
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
次
の
要
領
で
区
政
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
=
▽

運
絡
会
議
等
へ
の
出
席
(
平
日
、年
4
向

程
度
)

▽
ア
ン
ケ
ー
ト
の
同
答
(
年
3

回
程
度
)

▽
施
設
見
学
会
へ
の
参
加
(

年
1
回
程
度
)

▽
区
政
全
般
に
つ
い

て
の
情
報
・
意
見
・
要
望
等
の
堤
出
(

随
時
)

▽
そ
の
他
広
聴
業
務
へ
の
協

力

任
期
=
平
成
6
年
4
月
～
平
成
7

年
3
月

応
募
資
格
=
次
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
す
方

▽
平
成
6
年
4
月
1

日
現
在
満
2
0歳
以
」

ワ
足
立
K
に

引
き
続
き
3
ヵ
月
以
L
居
住
し
て
い
る

百
本
語
が
で
き
る
外
国
人
を
き
む
)
V

都
内
の
地
方
公
共
団
体
の
職
昌
で
な

い

定
員
=
5
0人

謝
礼
=
▽
会
議
出

席
・・
i
回
3
千
円

▽
ア
ン
ヶ
―
卜
回

答・
:
I
回
千
円

応
募
=
2
月
1
0日
ま

で
に
電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い

応
募
・
問
先
=
千
住
木
庁
舎

・
広
聴
相
談
担
当

(
3
8
8
2
w
1
I
I
I
㈹

情報コーナー
≪第2 回都市型工業フォーラム ≫

「 工 業 は 都 市 を 耕 す 」
昨年から足立区、北区、荒川区、

板橋区の4区で都市型工業フォー
ラムを閧催しています。ぜひ、ご
来場ください。日時- 2月9日
( 水) 、午陵2時～5時15分、10日
〔木〕、午前11時～午後5時場所
= 北とぴあ( 北1冫1t 子卜 司卜- 1)
内容=l >9 日… 本フ ォーラムの総
合アドバイザ ーであるノンフィク
ション作家 ・山根一眞氏と環境ブ
ロデューサ ー・泉眞也氏との基調
対談/ 「モノづくり 、街づくり、
夢づくり」をテーマに他のゲスト
を交えたパネルディスカ ッション

△ 10日… 次の5 テーマの分科会
■ノ

テーマ1 … 4 区の景気見通しと回

復へのシナリオ/ テーマ2 … 1ミ11MI」
業2001 年へのレ ポート/ テーマ3
… 新分野に挑戦するネ ットワーク
型中小企業/ テーマ4 … 都「l jと共
生するニ ューファクトリー/ テー
マ5 … 人を集め人を育てる都dMI J
工業 ※「都市型工業大賞」の衣彰
式が9 日の式典で行われます。足
立区からは3 つ の部門賁に4 企業
が選ばれました。 費用= 無料
申 ・問先= 中央木町庁舎・工業振
屡剞系 　3880―5191

足立あ いあい公社

介護特別講座
家庭介護のコツ

区民の皆さんが家庭介護の知識
や技術を身につけ、地域で役立て
ていただけるよう、介護講座を閧
催し ます。 日時=2 月14・16・

18日、午後2 時 ～5 時 対象=18
歳以上の区民で3 日間通して受調
でき る方 講師= 加生待子氏( ゆ

う あいらんど・さの療護長) 定
員=30 入(抽選) 費用= 無料 申
込一電話 期限- 1 月31日 塲・
申・問先一足立あいあい公桂
3856 ―0274

フリーマーケット
ごみ減

■
耻とリサ イクル推進のた

め、フリーマーケットを閧催し ま
す。皆さんのご来場をお待ちし て

い ます。 なお 、 出店 者 募 集 は終 了
し まし た。 日時- 2 月61nl - D 、

午 前11 時 ～午 後3 時 場 所== 大 谷
田 小 学 校 体育 館 ※ 駐 車 場は あ り

ま せ ん 問 先= 中 央 本 町 庁舎 、リ
サ イ ク ル推 進 係 　3880 ―5206

- 一一 一 一消 費 者 講 座　

生活の科学教室「お 茶」
お 茶の 成分や 働きに ついて学

び、テストし ます。 対象一区内
在住・在勤・在学の方 定員- 40
人( 先肴順) 日時等一下表 費用

= 無料 申込= 電話 申・問先。=‥
消費者センター( エル・ソフィア
内) 　3880 ―5385

消費者講座/ 生活の科学教室 「お茶」

平 成6 年 度
足 立 ジ ュ ニ ア 吹 奏 楽 団　

新入団員募集
対象=4 月に新しく区内の小学校4
・5 年生になる児童 募集= 新4
年生… 30人程度/ 新5 年生… 10

人程度 申込= 各小学校の音壌担

当教 諭に 配付し た申 込書
で、直接窓 口または郵送
期限=2 月8 日必着 ※ 入
団の可否は、簡叭な面接と
実技 等により決定し ます

問先= 千住 本庁舎・又化振興係
〒120千住1 一一4- 18
3882―1111㈹

第8 回 足 立 区 観 光 写 真
コ ン ク ー ル 募 集 締 め 切 り 迫 る

題材一区内の公共施設、名所旧跡、
文化遺摩、伝統行事、河川、衝 並
みなど 規格= カ ラープリント4
ツ切り、ふちなし( ワイド4 ツ切
りは除く) 対象= アマチュアの
方 応募- 「応募用紙」に必要事項
を記入のうえ、直接持参または郵

送 ※ 応募用紙は、観光協会事務Q
、各区民事務所、区内の主なカ

メラ店にあります 期限=1 月31
日 応募 ・問 先= 観光 協会 〒120
中央本町1- 17- 1
3880- 5191

青年 セ ンタ ーの 催 し
10代と20代のための

自 然 の 学 校
「環境ボランティアになろう」

自然を守ることも自然と親しむこ
とも、ただそうな って欲しいと思
うだけではなく、実際に行動する
ことが大切。実際に行動するため
の環境ボランティア入門です。
日時=2 月10・17日、午後7 時～9
時および20日、午前8 時 ～午険6
時( 計3 回) 対象=10f t と20代

の青年男女 内容= 環境ボランテ
ィアつて何だ、自分のできること
を探そう、自然とつきあ ってみる
定員=20 人(先着順) 費用-・無料
申込= 電話

ネイチャー・
インテリア講座

自然の素材や身 近にあるものを
使って、自分だけのグッズや大切
な人へのプレゼントを作ってみま
せんか。ネイチャー・インテリア
の作り方と手作り キャンドルにピ
ッタリの素敵な料理を学びます。
日時=2 月16・23日、3 月2 日、
午t麦7 屏f～9 時と3 月5 日、゛Tj髮2
時 ～7 時 定員- 20 人( 先着順)

対象= 全日程参加できる10代～30
代の青年男女 費用=2, 500 円( 材
料費等4 回分) 申込=1 月26日。
午前9 時 から電話

自分発見の旅　パートⅡ
私たちをとりまく様々な入間関

係は、9寺には雛しくやっかいなほか
もあり ます。しかし、ちょつとした
気付きで自分が楽になれたり 、周
り の人たちとも良い人間関係を築
けることがあるようです。自然の
エネルギーを取り入れる新懸覚の
自 分発見の手法を学び ます。 日
時- ①3 月2 ・9 日、午後7 時 ～9
時と②5 ～6 日の1 泊( 5 日午
後1 時集合、6 日午後4 時解散)
場所= ①は青年センター ②は国
立オリンピ ック記念胃少年総合セ
ンター 対象=10 代と20代の青年
男 女 定員=20 人( 先普順) 講師=
三好哲司氏( ウェッブオブライ

フ・からだとことぱ研究所) 費
用=3, 000 円( 宿泊代、食事代3 回
分) 申込一電話

子育て講演会　子ど もの心理
―2 ・3 歳 児を中 心に

日時=2月9日( 水) 、午前1( j 埓～
正午 購師= 福島弘子氏( 発達相
談員) 定員- 40 入( 先着順) 費
用一無料 申込一当日直接会場へ
※ お子さんの保育を行っています
ので、お問 い合わせください。

い ず れ も

場・申・問先= 青年センター

　3890 ―0061
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